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愛媛縣重信川水系地下水地域調査報告

藏　田　　延　男＊

　　　　　　　　　　　R6sum6
Areal　Investiga重ion　for　Gro服Rawater　of　the　Skigenobu　River　Basin

　　　　　　　　　Ehime　Prefecture

by

Nobuo　Kurata

　　In　these　diStricts，the　geological　relation　of　aquifers　overlying　the　Izumi　sandstone

group　was　ascertained，and　als（｝the　hydrogy　of　the　groundwater　which　is　cヱosely　connected

’
w ith　the　River　Shigenobu　was　classi五ed　in　detail　as　shown　in　Fig．4．

　　The　groundwater　in　the　quantity　of170－360×106m3a　year　is　estimated　to　be　sup－

pHedfromt五estτeam．

要　　約

1）　この調査報告は東洋レーヨy株式会社愛媛工場の

委託により実施Lた工場用水源の水理地質調査に関連し

て調査した，重信川流域全体の地下水理について記載し

た。

2）　20測点の電気探査，10数本の深井戸馨井地層断

面等によつて，流域一帯の堆積層と不透水盤との関係を

明らかにした。東洋レーヨソ株式会社愛媛工場附近では

25～44mの厚さの沖積層の下に，120・》140mの厚さの

洪積層があり．不透水層は和泉砂岩層である。その和泉

砂岩層の表面勾配は1偏程度で，東方背面から連なつて

いる0
　3）約600測点の水露頭について水比抵抗を測定し，

重信川表流と地下水との交渉状態，流域一帯の地下水の

流動状態を明らかにした（第4図参照）。

　4）表流の流量測定，農業用水調査資料等を基礎とし

て，璽信川流域の地下水供給量を概路年170～360×

106m3と推定した。

i．緒　　言

重信川流域は，本邦において地下水利用度の高い愛媛

県下においても，また特に地下水が高度に利用されてい

る地域であり，その地下水理に関しては，西日本の多く

の河川の中でも興昧深いものが予想されていたところで

ある。

昭和29年1月より2月にかけ，東洋レーヨン／株式会

＊地質部
東洋レーヨン株式会肚依頼調査

発表許可昭和29年3月

社愛媛工場（重信川下流，伊予郡松前町所在）の委託によ

り同工場の用水源である深井戸群を調査した際，関連上

重信川流域約90km2について，水比抵抗法を中心とし

た地下水調査（測点数約600），電気探査（測点20），溶存

酸素等若干成分を対象とした水質調査，その他所要の水

理地質調査を行う機会を得，これに加えて愛媛県庁およ

び愛媛大学より水量に関する若干の調査記録の提供を受

．け得たので，こ』にこれらを一応とりまとめ，今後必要

となる地点調査の際の参考に供する次第である。

　調査作業に当つて積極的な協力を頂き，かつこの調査

結果の公表を許された東洋レーヨy株式会社愛媛工場長

および工場関係者各位，ならびに貴重な資料を提供して

頂いた愛媛県庁土木部および愛媛大学農学部西岡栄教授

に対し厚く感謝の意を表する。

　　　第1図重信川流域水調査範囲図

　なおこの調査には地質部森和雄，技術部米谷宏両技官
が参加している惨勲地形図5・，G・・分の・群中．三津

浜・松山南部・松山北部）。
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地質調査，所月報（第6巻第3号）

第1表重信川の水文資料
2．重信川の表流

　重信川は周桑・越智両郡境に位置する東三方ケ森（海．

；抜標高1，233．1m）を水源として，愛媛県内を西南に流

れ，表川を合して西に〆向い，左岸に砥部川，右岸に内

川，石手川等の支流を合わせ，松山市境を通り，伊予灘

に注いでいる。

　重信川の水文資料として利用でぎるものは，（1）重

信川本流筋北吉井村山み内および石手川筋松山市市の井

手に声ける建設省の量水記録（昭和15年および16年度

分）　（2）　雨量年表による降雨量（松山測候所，川上村

および仁淀川水系久万）　（3）　愛媛県土木部河港課，

昭和28年12月16日測定の重信川縦断方向郭よび支流

各部における流量記録等で，概して乏しいが，これらを

要約すると第1表・第2図および第2表のようになる。

元来重信川本流は山間部より平野部への出口に当る大

畑（海抜標高177m，山の内の下流）附近より表川合流、点

までの間がVgo，表川合流点より砥郭川合流点までの間

が】ノ123の勾配で，それぞれ中間に表流の顕著な伏没部

集
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　第2図重信川流量測定笛所図（第2表参照）

第2表重信川の表流流量と水比抵抗（第2図参照）

No．

1
2
3
4
5
6
7－

8
9

10

位 置

北吉井村大畑取水堰下流

川上村吉久南方・表川

拝志村助兼

拝志村別府・本流

原町村砥部川合流前の本流

原町村高尾田・久谷川

原町村麻生・砥部川

原町村久谷川合流後の砥部川

砥部川合流後の本流　　　尊

北伊予村中川原・中川原橋

県土木部
の測定に
よる表流

、流量

m3／秒
（昭和28
年12月）

1．47

1．25

0．20

1．35

1．35

1．66

表流水比
抵抗

Ω曹cm
（昭和29
年2月）

9，5（｝0

11，200

13，200

10，1300

12，00Q

11600
7，400

9，200

11，400

10，000

No． 位 置

11　余土村古川地先・内川

12　岡田村開，石手川合流前の本流

13・松山市和泉・石手川

14　石井村原・小野川

15　余土村市坪小野川合流後の石手川

16　伊予鉄道鉄橋・石手川合流後の本流

17　松山市竹原地先・本流

18　岡田村塩屋地先・本流

19　本流川口より300m上流

県土木部
の測定に
よる表流
流量

m3／秒
（昭和28
年12月）

1．00
－3．85

（）．80

表流水比
抵抗

ゆり　ヱ　

（昭和29

年2月）

8，700

14，000

6，600

8，400

9，800

9，500

1，2CO涛

　2GO室

＊感潮部であることを示している。
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愛媛県重信川水系地下水地域調査報告　（藏田延男）

があり，その下流には寡雨季には表流の認められない部

分がある・また砥部川合流点より下流は1ノ蹴程度の勾

醗となり，常時一応の流水が地表に認められるが，河床

は著しく高く，側面，特に左岸への地表水の滲透が多量

に予想できる状態にある。さらに下流では感潮部が，地

震による地盤沈下等で，川口より1，200mも湖上して

きている。流速計の故障から直接表流流量を測定できな

かつたので，第2図および第2表に示すような県土木部

の資料を借用して，縦断方向の流量変化を知る参考とし’

た。この表に示した数値は調査期間中のものと著しい相

違はないものと考えられる。なお第2表に示した表流水

比抵抗の値は調査期間中に測定したものである。

3．重信川流域の地下水利用量

3．玉農業嗣

第3表　重信川流域の農業用地下水利用量
　　，（愛媛大学の実測調査による）

水源種別

湧水＊（湧出量）

年間　　　m3ノ秒

　　　×106m3
井戸＊＊（揚水量）

　　　　m3ノ秒
　ポソプ運転時聞

　揚水総量m3

最大量
渇水あるい
は早ばつ時
の量

P
8
0
．

445　　　3．441

2，523　1　　　100

9．359＊＊＊

　873
30，8041658

平年量

13．341

421

，g．359＊＊築

　315
11，101，832

＊湧水184カ所・＊＊井戸255ヵ所
縣＊ギンプ能力よP推定した数値であるから同一値

重信川流域の水田はその面積約4，300町歩℃，いまか

りに10町歩1個としてその用水量を推算すれば，約

1，000，000m3／日となる○

別に県の調査（昭和27年および28年，愛媛大学農学

部の手で実測）によると松山市および伊予，温泉両郡に

おける農業用地下水利用量は，第3表に示すようにまと

められる。

3．2　工業用および上水道用

浅層の地下水あるいは伏流に相当する場合としては・

まず岡田村上高柳西北方にあつて東洋レーヨy株式会社

愛媛工場の集水井が10ジ000m3ノ日の揚水を行つており，

伊予鉄道鉄橋下流，岡田村西高柳の対岸に当る松山市竹

原には，松山市上水道および工業用水道水源があり，調

査当時その捕集水量は長さ130mの暗渠による18，0GO・

m3但であるが，帝国人絹株式会社の工場新設に伴なう

増加水量を加えると将来64，000m3／日の集水量が予定．

される。

一方深層の被圧面地下水としては，東洋レーヨン株式

会社愛媛工場の構内深井戸群12本，構外深井戸（調査直

後完成，た攣し未便用），1本の外，松前町・群中町・岡．

田村の各上水源井，郡中町所在の花がつお製造工場の水

源井がある。ζれらの概況は第4表に示してある。

以上全体を合計すると，工業用および上水道用の地下

水利用量はほとんど100，000m3！日に近い数値となる。

4．重信川流域の地下水理

4．1地下地質の概要（参照地質図75，000分の1，松山㍗

　　および久万）

重信川流域平野部で地下地質を知るに有効な資料は臨

第4表重信川流域における被圧面井戸

井戸所有者および使用目的

東濫魏ヨ譜鐵磐｝

（鞭轟。．14）｝

松前町上水源

郡中町上水源

岡田村上水源
明薦留紅場｝

井戸位置
（第4図参照）＊

1～12

14

16

17

18

19

井戸規模
口径
吋

14

14

8

10

6

深度
m

揚水量
m3／日

69～127

123

60

76

127

現在70G

ケ　320

550

備 考

（第5表参照）

ξ　　　　　　　　　ロサクション4吋，3，600m3／日まで可
能，東洋レーヨyの非揚水時には自

㌧噴する。

∫ま張訂媛濾羅脇説象
1で減少．

＊井戸位置は第4図に示してある番号を参照されたい。本表中の数字は該当番号を示している。

井戸番号13および15は東洋レーヨン岡田村集水井（暗渠を伴なう）と松山市上水道・工業用水

道暗渠水源とに相当するQ本表には示されていない。
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1

地質調査所月報（第6巻第3号）

．海部に限られているが，臨海部には東洋レーヨソ株式会

社愛媛工場の深井戸群，松前・群中両町および岡田村の

上水源井の深井戸掘墜資料と，松前町・岡田村附近の深

度20m程度のボーリング資料とがあり，これらによつ

ておよその地下地質が理解でぎる・

　沖積層は東洋レーヨソ工場附近では厚さが25～45m

程度で，これより東方岡田村にかけ，その中層に当り，海

側に厚く山側に薄くなる形で粘土層が連続し・その下側，

は“しとれ”と称せられている微砂層に移化している。

この粘土層の上位の砂礫層中には自由面地下水，また下

位の砂礫層中には東洋レーヨソ工場深井戸群の最上位牧

水層となつている被圧面地下水が含まれている。

　重信川右岸の星岡山から重信川を横切り原町村重光に

至る間で，土佐街道沿いに選定した電探10測点の計測

結果によると，重信川敷附近は不明であるカ㍉その右岸

側では深度40m程度で和泉砂岩層に到達するものと推

定される。東洋レーヨソ工場構内10号井が深度160m

で，また岡田村の集水井東側の深井戸14号が同じく110

『m余で和泉砂岩層とほ黛断定できる砂岩層に打当つて

おり，これよりみれば不透水性岩盤の東西方向の表面勾

1配をま1！55程度となる○

　土佐街道より上流側の地下地質についてはまつたく不

明であるが，両側山麓には洪積段丘が発達しており，平

野部地下にも若干の厚さの洪積層の分布が推定できる・

粘土質に富むこれら洪積層の上位に，透水度の高い砂礫

層が薄く重なり，表流に代る多量の伏流あるいは地下水

の有力な通路となつているものと考えられる。

　4．2　東洋レロヨンエ場構内の深部地質

　東洋レーヨy愛媛工場には，深度70mの廃井を含め，

構内13本の深井戸繋井柱状地質断面図と，9号井および

10号井の採取地質試料とが保存されでいて，工場構内の

．地下地質をかなり詳細に理解することができる。第3図

にその一部が記されているが，その概要をとりまとめる

と次のようになるo

　（1）　1号チPより8号井までは深度25～27m，9号

．弁が42m，10号井が44m，11号井が35m，12暮井が

・最も深くて45mで洪積層に入つている。この洪積層は

硬結Lた粘土層が厚く，砂礫層は粘土質で，Lかも比較

的薄い。これに対して上位の沖積層の方は砂礫属の厚さ

が厚く，粘土層が比較的薄い。

　（2）　9号井の深度10～18m附近に顕著な分殻層，

’10号井の45m附近に埋木層が認められる（保存標本に

よる）。

　（3）深度の．最も大きい10号井では，160m余で和

二泉砂岩層に到達している。

　（4）　1号井より9号井までは沖積層下部の砂礫層と

〃q6、　　押0．4

6％∂

o％
o
．
ρ
6

翻埋土
E］砂
匝コ砂襟

猛粘土
回貝殻
　　牧水箇所

D

イ

lo

　倣20

　　　松前町
解q旧　上水遵水源　舞o．14

・：qb

loち・

ii萎

ゆ
万

般
万

第3図　東洋レーヨン愛媛工場その他Q深井戸柱状地質断面図

洪積層中70mまでの2ρ》3の帯水層より牧水しており，

10戸》12号井は洪積層中の5｛’6層の粘土質砂礫層より牧

水している○

　（5）なお附近約10測点の電探結果によると，沖積層

中の砂礫層は，工場東方背面では10，000Ω・cm台であ

るが，工場附近では数千Ω一cm台に下つており，これに

対して洪積層は工場附近でも，東方背面におけると同様

10，000Ω一cm台を示している。

　4．3　自由面地下水

　重信川は元来表流を地下に著しく滲透させて，多数の

湧泉・湧水を形成しているので有名であり，雨季を除け

ば表流がまつたく認められなくなる部分を生じるのが特

徴となつているo
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愛媛県重信川水系地下水地域調査報告　（藏缶延男）

講ζ顛懸楚卿
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　　　　　　　　　　　　　　　　　藁診☆影

第4図　重信川流域卒野部の自由面地下水の水比抵抗等値線図　単位Ω一cm，◎13自由面地下水を牧水する主要水源

　　　　　　㊥14被璽面地下水を牧水する井戸　数字はともに第4表参照のこと

　重信川流域平野部の自由面地下水については，昭和16

年3月22日に一齊に行つた地下水位の調査記録がある。

また昭和27年12月19日14時より15時に至る1時間

に一齊に水位の再測を行つている。これらは約300測点

に亘つており，地下水の流動方向，特に表流と地下水と

の関係をよく示している。これをさらに別の面から検討

する目的をもつて，水比挺抗法により既設井・湧泉等約

600測点を検測の結果，第4図のような水比抵抗等値線

を求め得た。上述の地下水位等値線図（愛媛県庁土木部

河港課保管）と第4図とから推定される地下水流動経路

のうち，確実にして重要と思われる諸点を要約すると次

のようになる。

　（1）重信川本流と表川との合流点附近では，少なく

とも調査当時に関する限り，重信川本流よりも表川の表

流の滲透する方が優勢で，本流側の滲透水は表川の滲透

水に混交されてしまい，その本来の特徴を失つてしま

う。表川は右岸に向い，また重信川本流でも同様右岸，

横河原・井口を結ぶ線に沿つて地下水を供給している。

　（2）　中流部に至り土佐街道と国鉄予護線との聞で，

左岸側に表流の顕著な滲透部がある。この滲透部は国鉄

重信川鉄橋附近まで重信川沿いに連なつている。

　（3）予讃線以西では重信川表流の直接著しく滲透す

るような部分は見当らない。

　（4）伊予鉄道重信川鉄橋附近より左岸に向つて，伏

流が側面へ押出して行くのがかなり顕著に認められる部

分がある。この透水帯は東洋レーヨン工場の方向に向つ

て伸びているが，この地帯は下流部では最も有利な自由

面地下水の利用可能地帯である。昭和11年頃の同工場

建設直前に行われた地下水位調査結果もよくこの傾向を

示しているQ

　（5）支流石手川は右岸にのみ地下水を供給してい

るQ

　（6）　臨海部にはかなりの幅員をもつて水比抵抗の低

い（3，000Ω一cm台以下の）部分が拡がつている。この部

分は塩水の侵入を受けているか，あるいは地下水流動が

にぶく，地上汚染を強く受けている地帯である。

　なお別に伊予史談によると，松山市南部より松前町南

部にかけて，南北約7kmの聞に5つの重信川旧河道

が記録されている・これら旧河道と推定される部分は，

水比抵抗等値線から判断される現存の透水帯と概略一致

しており，まだ旧河道としての水理関係が残つているこ

とが理解できる。

水中の溶存酸素を検出した結果によると，重信川表流

7．2cc／：Lに対し，表川合流点附近湧泉群が7．occ／：L，こ

れより下流の湧泉群で5．4～6．5cc／L程度であつた。自

由面地下水については臨海部において塩水が侵入してい

る以外，水質上問題となるような点はない。た黛し潮汐

による水位変化は海岸線より1，500m内側でなお20cm

を示し，2，000m、以上内側まで及んでいるものと推定さ

れる。

4．4被圧面地下水

重信川中流附近より漸次伏没，深部に入つた地下水が

主として洪積層，一部沖積層中にあつて被圧面地下水を・

形成している。
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第5表　東洋レーヨy

一 井戸番号

完成年月　（昭和）
孔　　　　　 径　　　　（吋）

完　成　深　度　　　（m）
サ　ク　シ　ョ　ン　孔　径　　（吋）

サビクション深度　（m）
牧　　水　　深　　度　　（m）

井戸検牧当時の水位（m）
同　上　　　　動水位（m）
同　・上　　　　　揚水量（m3／日）

昭和28年3月当時の水位（m）

同　上　　　 動水位（m）

同　上　　　揚水量（m3／日）

水　　　　　温　　　（。C）
昭和28年6月当時の水比抵抗（Ω一cm）

昭和29年2月当時の水比抵抗（Ω一cm〉
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第5図　東洋レーヨン深井戸群の揚水量と水位降下の関係図

　●検敦当時
　○昭和28年における関係を示す。，数字は井戸番号

　◎松前町上水源井の関係を示す。

東洋レーヨン工場構内の深井戸群では，深度10’》20m

間のしとれ層下側に被圧面地下水の最上位の帯水層が推

定され㌧これ以下30甲までの沖積砂礫層とこれ以深の

洪積砂礫層中とに被圧面地下水の帯水層が分布してい

る。この井戸諸元は第5表に，また揚水量と水位降下と

の関係は第5図に示してあるが，概して70m以深で牧

水している10～12号井は不良で，それ以浅で牧水して

いる1～9号井は良好な関係にある。

第5図ではまた揚水量と水位降下との関係に・？いての

時間的変化を，難井当時と最近と2つの時期における記

録で示している。全体として揚水の効率が衰退するとと

もに，ほ攣同一の牧水層から牧水している70m以浅の

弁戸群のそれをみると，点の乱れが著しく，相互に近距

離にあるため顕著な影響を与え合つていることが読み取

られる。比較的浅層部で牧水している松前町の上水源井

の揚水量と水位降下との関係は第5図下方◎印で示して

あるが，かなり良好である。おそらく下流部でも井戸相

互に影響がないようにさえすれば，水位降下3～4mで

2，500m3／日程度の揚水が可能であろう。

，5．重信川の地下水供給量

第1表によると，重信川の渇水量は本流筋山の内にお

いて，1．5・》2．75m3／秒，石手川筋市の井手において1。91

～2．09m3／秒であるが，このほかの地点では不明であ
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愛媛工場深井戸諸元
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　なお金井に潮汐の干満に伴なう水位変化があη，また1～3号井を除いて塩水の侵入を認めるQ
も揚水量の変化に伴ない揚水中の塩分含有量も変化する。

しか

る。表川および砥部川は比較的水量が多いので，集水面

積に応じて本流筋と同じ割合の渇水量，また中流部北側

山地を石手川のそれと同じ割合の渇水量として，それぞ

れの地区の渇水量を求めると第6表のようになる。

第6表重信川本・支流の渇水量

集水面樹　渇水量
km2

本　　　　　流

表　　　　　川

砥　　部　　川

石　　手　　川

中流部北側雌副

合 計

55．4

105

95

120

20

m3！秒 備　　考

1．5～2．75実測による
2．83～5．2　推i算による

2．56～4．7　　　　　グ

1・91～2・091実測による

　　　　　　O．32～O．35推算による

んこの中には河川敷下を流れる伏流と呼ぶべきものも含

まれるのであるが，このほか第1表に示した中流地帯50

km2における雨水の直接の滲透による供給量もあり，『こ

れを40％として年間30×106m3と見積れば，合計170

～360×手06m3の水量が石手川合灘点附近南北断面より

上流における地域の地下水供給量となる。この数値は第

3表に示した農業用地下水利用量の一部に測定水量の重』

複があるものとすれば，概略妥当な数値となることが認

められる註）o

9．12～15．ogl
　　　　　l

　一方山め内に近い大畑における県土木部の流量測定結

果は，渇水位に近い12月に1。5m3ノ秒で，そのとき本流

筋最下流では4．65m3／秒（第2表12と15との和）とな

つている。この値は下流側の渇水量と一応みなし得ら

れるが，この場合第6表合計量の9．12m3／秒あるいは

15．G9m3／秒から4．65m3／秒を差引いた残量4．5～10。5

m3／秒（目量40～90×1G4m3，年間総量140～330×1G6

m3）が重信川中流地帯における表流の供給する地下水

量，すなわち地下水転化量であると推定できる。もちろ

6．結　　論

　重信川は表流流量に比較して地下水供給量の大きい点、

で代表的な河川の1つに挙げられているが，その地下水

供給量を既存の調査資料を基礎として試算すると，年

170～360×106m3の範囲におさまる。一方現在実際に年

聞を通じて使用されている工場用水および上水道用水は

50，000m3日を下廻る程度で，上記試算値の】ノ10》／20で1

あるから，少なくとも灌海期以外であれば，1水量確保の

点で重大な支障を生じるとは考えられない。しかしこの

170・》360×106m3と推定される地下水の％には，湧泉

註1）なお第2表の表川・石手川の測定値はその測定箇所が表流の滲透

　地帯より下流側に位置している関係．L，滲透量楚求めるには役立た

　ないo
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あるいは湧水として上流部で地表に湧出してしまうもの

があり，さらに残余の大半も重信川の河川敷に集中して

，おり，これらは下流に至るにしたがい，漸次両岸に拡炉

つている。しかも地下深部に供給されるものは，大きな

面積の透水断面に散らばつてしまうので，個々の地点に

おける揚水可能量は，余程有利な地点を除けば著しい制

約を受ける。特に工場，都市の水源は地理的に集中し勝

ちであり，そのため一層きゆうくつな状態となる。さら

にこの上に灌慨期の揚水量が差引かれると，水量確保も

また決して生易しくない。地下水理，特に地下水の量的

分布を勘案して，既存の利用対象にできるだけ被害を与

えずに，かつできるだけ有利に水量が得られるよう，綜

合的な観卓から，今後の永源増設計画あるいは新設計画

を押し進めることが必要であろう。

　　　　　　　　　　　（昭和29年1～2月調査）
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